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戦略的プロジェクト研究推進事業

「有害化学物質・微生物の動態解明によるリスク管理技術の開発」

研究概要図

共同研究機関



研究課題名 海洋⽣物毒⽣成藻類と海洋⽣物毒に関する研究（有害化学物質・微⽣物
の動態解明によるリスク管理技術の開発）

研究概要図

【代表機関】⽔産研究・教育機構

1－1アザスピロ酸を⽣産する微細藻の
培養株確⽴

・東京⼤学が分離した株の毒成分分析
1－2アザスピロ酸標準物質製造⼿法の

開発

・精製原料として培養株を⼤量培養
・培養藻体からの抽出・精製法の検討
・標準物質としての値付け

2－1シガテラ原因物質を⽣産する微細藻
の培養株確⽴

・分離株の毒成分分析

2－2シガテラ原因物質の分析⼿法ならび
に標準物質製造⼿法の開発

・TOF-MSを⽤いた分析⼿法の開発
・精製原料のための⼤量培養
・抽出・精製法の検討
・値付けと妥当性確認試験の検討

【共同研究機関】⾼知⼤学

【共同研究機関】東京⼤学

【共同研究機関】トロピカルテクノプラス
（分析関連企業）

Azadinium
poporum

（アザスピロ
酸⽣産種）

Gambierdiscus
toxicus
（原因物質
⽣産種）

2－1シガテラ原因物質を⽣産
する微細藻の培養株確⽴

・原因物質⽣産種を分離して
培養株を確⽴

・分離株の種同定
・培養株の毒成分分析のため
の試料調製

2－2シガテラ原因物質の分析
⼿法ならびに標準物質製造⼿
法の開発

・精製原料のための⼤量培養
を⼀部担当

1－1アザスピロ酸を⽣産する微細藻の
培養株確⽴

・分離源の確保等の協⼒

2－2シガテラ原因物質の分析⼿法ならび
に標準物質製造⼿法の開発

・分析法開発に必要な毒化⿂の確保
・オンライン超臨界クロマトによる抽
出・精製の検討

1－2アザスピロ酸標準物質製造⼿法の開発

・オンライン超臨界クロマトによる抽出・
精製の検討

1－1アザスピロ酸を⽣産する微
細藻の培養株確⽴

・アザスピロ酸⽣産種を分離し
て培養株確⽴

・分離株の種同定
・培養株の毒成分分析のための
試料調製

・毒⽣産の点から好適な培地を
検討

微細藻の
分離源試料

⼤量培養
した藻体

分析⽤シガ
テラ毒⿂

シガテラ毒⿂
の確保

培養株の分
析⽤試料

⼤量培養
した藻体

アザスピロ酸類 シガテラ原因物質類
分離・培養株の⼤量培養

TOF‐MSによる網
羅的分析法開発 超臨界抽出の検討（バッチ式） 標準品としての値付け検討

【アザスピロ酸に関する課題の⽬標】
 アザスピロ酸を⽣産する培養株を確⽴する。
 アザスピロ酸の精製⼿法を開発する。
 精製したアザスピロ酸の値付けを⾏い標準物質を製造する。
【シガテラ⿂類中毒原因物質に関する課題の⽬標】
 シガテラ⿂類中毒原因物質を⽣産する培養株を確⽴する。
 シガテラ⿂類中毒原因物質を精製⼿法を開発する。
 精製した原因物質の値付け⼿法を検討する。
 値付けされた標準物質が得られた場合は分析法の妥当性確認試験を⾏う。

オンライン超臨界抽出・精製の検討

【背景・⽬的】海洋⽣物毒のうち、アザスピロ酸中毒やシガテラ⿂類中毒など国内
ではリスク管理体制が不⼗分なものについて、安全な管理体制の構築が必要

抽出・精製
した毒成分

培養に⽤い
る分離株
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